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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両の駆動源としてエンジンとモータの少なくとも一方を搭載した車両の制御装置にお
いて、
　アクセル操作を検出するアクセル操作検出手段と、
　ブレーキ操作を検出するブレーキ操作検出手段と、
　前記アクセル操作と前記ブレーキ操作の両方が検出された状態になった場合に前記駆動
源の出力を制限する出力制限制御を実行する出力制御手段とを備え、
　前記出力制御手段は、前記ブレーキ操作が検出された後に前記アクセル操作が検出され
て前記アクセル操作と前記ブレーキ操作の両方が検出された状態になった場合には、前記
出力制限制御による出力低下度合を小さくする出力制限緩和処理を実施して前記出力制限
制御を実行し、前記ブレーキ操作と同時に前記アクセル操作が同位相で検出されてアクセ
ル操作量の変化量が所定値以上となる前記アクセル操作とブレーキ操作量の変化量が所定
値以上となる前記ブレーキ操作の両方が検出された状態になった場合には、前記出力制限
緩和処理を実施せずに前記出力制限制御を実行することを特徴とする車両の制御装置。
【請求項２】
　前記ブレーキ操作検出手段は、ブレーキストローク量とブレーキ油圧とブレーキ踏力の
うちの少なくとも１つをブレーキ操作量として検出することを特徴とする請求項１に記載
の車両の制御装置。
【請求項３】
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　前記出力制御手段は、前記ブレーキ操作が検出された後に前記アクセル操作が検出され
て前記アクセル操作と前記ブレーキ操作の両方が検出された状態になった場合には、前記
ブレーキ操作量と路面勾配のうちの少なくとも一方に応じて前記出力制限制御による出力
低下度合を変化させることを特徴とする請求項２に記載の車両の制御装置。
【請求項４】
　前記出力制御手段は、前記ブレーキ操作と同時に前記アクセル操作が同位相で検出され
てアクセル操作量の変化量が所定値以上となる前記アクセル操作とブレーキ操作量の変化
量が所定値以上となる前記ブレーキ操作の両方が検出された状態になった場合には、前記
ブレーキ操作量に応じて前記出力制限制御による出力低下度合を変化させることを特徴と
する請求項２又は３に記載の車両の制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アクセル操作とブレーキ操作の両方が検出された状態（アクセルとブレーキ
の両方が踏み込まれた状態）になった場合に駆動源の出力を制限する機能を備えた車両の
制御装置に関する発明である。
【背景技術】
【０００２】
　運転者が間違えてアクセルペダルとブレーキペダルを同時に踏み込むことに起因する車
両の暴走を防ぐことを目的として、例えば、特許文献１（特開２００５－２９１０３０号
公報）には、ブレーキペダルの踏み込み量が所定値（意図的なアクセルペダル及びブレー
キペダルの同時踏み込みに対応した値）以上であるときに、エンジンを強制的にアイドル
状態にすることが記載されている。
【０００３】
　また、特許文献２（特開２００６－２３３８７０号公報）には、アクセルペダルの操作
とブレーキペダルの操作とを同時に検出すると、ブレーキペダルの操作に応じてエンジン
の運転状態を所定出力内に制限し、クラッチペダルの操作を検出すると、その所定出力を
増大させることが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－２９１０３０号公報
【特許文献２】特開２００６－２３３８７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、坂道発進時（特に牽引時の坂道発進や急勾配の坂道発進時）には、車両の後
退を防ぐために、運転者がブレーキを踏み込みながらアクセルを踏み込んで坂道発進する
場合があるが、従来技術では、坂道発進時に運転者が意図的にブレーキを踏み込みながら
アクセルを踏み込んだ場合でも、運転者の意図に反して出力制限制御が実行されてエンジ
ンの出力が抑制されてしまう可能性があり、ブレーキ先踏みの両踏み時（ブレーキの踏み
込み後にアクセルが踏み込まれてアクセルとブレーキの両方が踏み込まれた状態になった
場合）の坂道発進を実施できない可能性がある。
【０００６】
　この対策として、アクセル先踏みの両踏み時（アクセルの踏み込み後にブレーキが踏み
込まれてアクセルとブレーキの両方が踏み込まれた状態になった場合）にのみ出力制限制
御を実行するようにすることが考えられる。
【０００７】
　しかし、例えば、ブレーキペダルの下側に潜り込んだフロアマットの一部がアクセルペ
ダルに被さったような状態では、ブレーキが踏み込まれたときに、ブレーキペダルに押さ
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れたフロアマットでアクセルペダルが押されてアクセルが踏み込まれた状態になるといっ
た事象が発生する可能性があり、このような場合、ブレーキの踏み込みと同時か又はブレ
ーキの踏み込み後にアクセルが踏み込まれてアクセルとブレーキの両方が踏み込まれた状
態になるため、アクセル先踏みの両踏み時にのみ出力制限制御を実行するシステムでは、
安全性を十分に確保することができない。
【０００８】
　そこで、本発明が解決しようとする課題は、アクセル操作とブレーキ操作の両方が検出
された状態（アクセルとブレーキの両方が踏み込まれた状態）になった場合の安全性を確
保しながらブレーキ先踏みの両踏み時の坂道発進を実施することができる車両の制御装置
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために、請求項１に係る発明は、車両の駆動源としてエンジンとモ
ータの少なくとも一方を搭載した車両の制御装置において、アクセル操作を検出するアク
セル操作検出手段と、ブレーキ操作を検出するブレーキ操作検出手段と、アクセル操作と
ブレーキ操作の両方が検出された状態になった場合に駆動源の出力を制限する出力制限制
御を実行する出力制御手段とを備え、この出力制御手段は、ブレーキ操作が検出された後
にアクセル操作が検出されてアクセル操作とブレーキ操作の両方が検出された状態になっ
た場合には、出力制限制御による出力低下度合を小さくする出力制限緩和処理を実施して
出力制限制御を実行し、ブレーキ操作と同時にアクセル操作が同位相で検出されてアクセ
ル操作量の変化量が所定値以上となるアクセル操作とブレーキ操作量の変化量が所定値以
上となるブレーキ操作の両方が検出された状態になった場合には、出力制限緩和処理を実
施せずに出力制限制御を実行するようにしたものである。
【００１０】
　この構成では、アクセル操作が検出された後にブレーキ操作が検出されてアクセル操作
とブレーキ操作の両方が検出された状態になった場合（アクセル先踏みの両踏み時）には
、通常通りに出力制限制御を実行することができるため、フロアマットの引っ掛かり等に
よってアクセルが戻らなくなってアクセルの踏み込み状態のままでブレーキが踏み込まれ
た場合の安全性を確保することができる。
【００１１】
　また、ブレーキ操作が検出された後にアクセル操作が検出されてアクセル操作とブレー
キ操作の両方が検出された状態になった場合（ブレーキ先踏みの両踏み時）には、アクセ
ル先踏みの両踏み時に比べて出力制限制御による出力低下度合を小さくする出力制限緩和
処理を実施して出力制限制御を実行することで、坂道発進に必要な出力を確保できる程度
に出力制限制御を実行することができるため、ブレーキ先踏みの両踏み時の坂道発進を実
施することができると共に、ブレーキに押されたフロアマット等でアクセルが押されてブ
レーキの踏み込み後にアクセルが踏み込まれた状態になった場合の安全性を確保すること
ができる。
【００１２】
　更に、ブレーキ操作と同時にアクセル操作が同位相で検出されてアクセル操作量の変化
量が所定値以上となるアクセル操作とブレーキ操作量の変化量が所定値以上となるブレー
キ操作の両方が検出された状態になった場合（ブレーキ・アクセル同時踏みの両踏み時）
には、出力制限緩和処理を実施せずに通常通りに出力制限制御を実行することができるた
め、ブレーキに押されたフロアマット等でアクセルが押されてブレーキの踏み込みとほぼ
同時にアクセルが踏み込まれた状態になった場合の安全性を確保することができる。
【００１３】
　この場合、請求項２のように、ブレーキ操作検出手段は、ブレーキストローク量（例え
ばブレーキペダルの踏み込み量）とブレーキ油圧（例えばブレーキマスターシリンダ内の
油圧）とブレーキ踏力（例えばブレーキペダルの踏み込み力）のうちの少なくとも１つを
ブレーキ操作量として検出するようにしても良い。このようにすれば、ブレーキ操作を精
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度良く判定することができる。
【００１４】
　また、請求項３のように、ブレーキ操作が検出された後にアクセル操作が検出されてア
クセル操作とブレーキ操作の両方が検出された状態になった場合には、ブレーキ操作量と
路面勾配のうちの少なくとも一方に応じて出力制限制御による出力低下度合を変化させる
ようにしても良い。このようにすれば、ブレーキ先踏みの両踏み時に、ブレーキ操作量や
路面勾配に応じて運転者の要求ブレーキ力や坂道発進に必要な出力が変化するのに対応し
て、出力制限制御による出力低下度合を変化させて、出力制限制御による出力低下度合を
適正値に設定することができる。
【００１５】
　更に、請求項４のように、ブレーキ操作と同時にアクセル操作が同位相で検出されてア
クセル操作量の変化量が所定値以上となるアクセル操作とブレーキ操作量の変化量が所定
値以上となるブレーキ操作の両方が検出された状態になった場合には、ブレーキ操作量に
応じて出力制限制御による出力低下度合を変化させるようにしても良い。このようにすれ
ば、ブレーキ・アクセル同時踏みの両踏み時に、ブレーキ操作量に応じて運転者の要求ブ
レーキ力が変化するのに対応して、出力制限制御による出力低下度合を変化させて、出力
制限制御による出力低下度合を適正値に設定することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は本発明の一実施例におけるエンジン制御システムの概略構成を示す図であ
る。
【図２】図２はエンジン出力制御を説明する図である。
【図３】図３はアクセル先踏みの両踏み時の出力制限制御の実行例を説明するタイムチャ
ートである。
【図４】図４はブレーキ先踏みの両踏み時の出力制限制御の実行例を説明するタイムチャ
ートである。
【図５】図５はブレーキ・アクセル先踏みの両踏み時の出力制限制御の実行例を説明する
タイムチャートである。
【図６】図６は出力制限制御ルーチンの処理の流れを示すフローチャート（その１）であ
る。
【図７】図７は出力制限制御ルーチンの処理の流れを示すフローチャート（その２）であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明を実施するための形態を具体化した一実施例を説明する。
　まず、図１に基づいてエンジン制御システム全体の概略構成を説明する。
　車両には、駆動源として内燃機関であるエンジン１１が搭載されている。このエンジン
１１の吸気管１２の最上流部には、エアクリーナ１３が設けられ、このエアクリーナ１３
の下流側に、吸入空気量を検出するエアフローメータ１４が設けられている。このエアフ
ローメータ１４の下流側には、モータ１５によって開度調節されるスロットルバルブ１６
と、このスロットルバルブ１６の開度（スロットル開度）を検出するスロットル開度セン
サ１７とが設けられている。
【００１８】
　更に、スロットルバルブ１６の下流側には、サージタンク１８が設けられ、このサージ
タンク１８に、吸気管圧力を検出する吸気管圧力センサ１９が設けられている。また、サ
ージタンク１８には、エンジン１１の各気筒に空気を導入する吸気マニホールド２０が設
けられ、各気筒の吸気マニホールド２０の吸気ポート近傍に、それぞれ吸気ポートに向け
て燃料を噴射する燃料噴射弁２１が取り付けられている。また、エンジン１１のシリンダ
ヘッドには、各気筒毎に点火プラグ２２が取り付けられ、各気筒の点火プラグ２２の火花
放電によって筒内の混合気に着火される。
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【００１９】
　一方、エンジン１１の排気管２３には、排出ガスの空燃比又はリッチ／リーン等を検出
する排出ガスセンサ２４（空燃比センサ、酸素センサ等）が設けられ、この排出ガスセン
サ２４の下流側に、排出ガスを浄化する三元触媒等の触媒２５が設けられている。
【００２０】
　また、エンジン１１のシリンダブロックには、冷却水温を検出する冷却水温センサ２６
や、ノッキングを検出するノックセンサ２７が取り付けられている。また、クランク軸２
８の外周側には、クランク軸２８が所定クランク角回転する毎にパルス信号を出力するク
ランク角センサ２９が取り付けられ、このクランク角センサ２９の出力信号に基づいてク
ランク角やエンジン回転速度が検出される。
【００２１】
　車両には、アクセル操作量（アクセル開度）を検出するアクセルセンサ３１（アクセル
操作検出手段）と、ブレーキ操作量を検出するブレーキセンサ３２（ブレーキ操作検出手
段）と、車速を検出する車速センサ３３等が搭載されている。ブレーキセンサ３２は、ブ
レーキ操作量として、ブレーキストローク量（例えばブレーキペダルの踏み込み量やブレ
ーキブースタの動作量）を検出する。或は、ブレーキ油圧（例えばブレーキマスターシリ
ンダ内の油圧）やブレーキ踏力（例えばブレーキペダルの踏み込み力）を検出するように
しても良い。
【００２２】
　これら各種センサやスイッチの出力は、電子制御回路（以下「ＥＣＵ」と表記する）３
０に入力される。このＥＣＵ３０は、マイクロコンピュータを主体として構成され、内蔵
されたＲＯＭ（記憶媒体）に記憶された各種のエンジン制御用のプログラムを実行するこ
とで、エンジン運転状態に応じて、燃料噴射量、点火時期、スロットル開度（吸入空気量
）等を制御する。その際、ＥＣＵ３０は、アクセルセンサ３１で検出したアクセル開度（
アクセル操作量）に基づいて制御用アクセル開度を設定し、この制御用アクセル開度に基
づいてスロットル開度（吸入空気量）等を制御してエンジン１１の出力を制御する。
【００２３】
　また、ＥＣＵ３０は、後述する図６及び図７の出力制限制御ルーチンを実行することで
、アクセルセンサ３１とブレーキセンサ３２の出力信号に基づいて、アクセルとブレーキ
の両方が踏み込まれた両踏み状態（アクセル操作とブレーキ操作の両方が検出された状態
）になったと判断した場合に、エンジン１１の出力を制限する出力制限制御を実行する。
本実施例では、出力制限制御として、制御用アクセル開度（エンジン１１の制御に使用す
るアクセル開度）を制限するアクセル開度制限制御を実行する。
【００２４】
　その際、アクセル操作が検出された後にブレーキ操作が検出されてアクセル操作とブレ
ーキ操作の両方が検出された状態になった場合、つまり、アクセルの踏み込み後にブレー
キが踏み込まれて両踏み状態になった場合（アクセル先踏みの両踏み時）には、通常通り
に出力制限制御を実行する。これにより、フロアマットの引っ掛かり等によってアクセル
が戻らなくなってアクセルの踏み込み後にブレーキが踏み込まれた状態になった場合の安
全性を確保する。
【００２５】
　また、ブレーキ操作が検出された後にアクセル操作が検出されてアクセル操作とブレー
キ操作の両方が検出された状態になった場合、つまり、ブレーキの踏み込み後にアクセル
が踏み込まれて両踏み状態になった場合（ブレーキ先踏みの両踏み時）には、アクセル先
踏みの両踏み時に比べて出力制限制御による出力低下度合を小さくする出力制限緩和処理
を実施して、坂道発進に必要な出力を確保できる程度に出力制限制御を実行する。これに
より、ブレーキ先踏みの両踏み時の坂道発進を実施可能にすると共に、ブレーキに押され
たフロアマット等でアクセルが押されてブレーキの踏み込み後にアクセルが踏み込まれた
状態になった場合の安全性を確保する。
【００２６】
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　更に、ブレーキ操作と同時にアクセル操作が同位相で検出されてアクセル操作量の変化
量が所定値以上となるアクセル操作とブレーキ操作量の変化量が所定値以上となるブレー
キ操作の両方が検出された状態になった場合、つまり、ブレーキの踏み込みと同時にアク
セルが同位相で踏み込まれて両踏み状態になった場合（ブレーキ・アクセル同時踏みの両
踏み時）には、出力制限緩和処理を実施せずに通常通りに出力制限制御を実行する。これ
により、ブレーキに押されたフロアマット等でアクセルが押されてブレーキの踏み込みと
ほぼ同時にアクセルが踏み込まれた状態になった場合の安全性を確保する。
                                                                                
【００２７】
　以下、図２乃至図５を用いて、本実施例のエンジン出力制御について具体的に説明する
。尚、以下の説明で「ブレーキＯＮ」はブレーキセンサ３２で検出したブレーキ操作量が
所定のＯＮ／ＯＦＦ判定値以上になってブレーキが踏み込まれたと判定した状態（ブレー
キ操作を検出した状態）を意味し、「ブレーキＯＦＦ」はブレーキセンサ３２で検出した
ブレーキ操作量がＯＮ／ＯＦＦ判定値未満になってブレーキの踏み込みが解除されたと判
定した状態（ブレーキ解除を検出した状態）を意味する。
【００２８】
　図２及び図３に示すように、ＥＣＵ３０の起動直後は、まず、通常モード（Ｍode1）に
設定される。
【００２９】
　（１）通常モード（Ｍode1）では、実アクセル開度（アクセルセンサ３１で検出したア
クセル開度）を、そのまま制御用アクセル開度として採用し、この制御用アクセル開度（
＝実アクセル開度）を用いてエンジン１１の出力を制御する。
　この通常モード（Ｍode1）の場合には、次の(b) と(c1)～(c3)の条件が成立しているか
否かを判定する。
【００３０】
　　(b) 実アクセル開度が所定値Ａ1 よりも大きいこと
　　(c1)ブレーキＯＦＦ又はブレーキＯＮの継続時間が所定時間Ｔ1 以下であること
　　(c2)ブレーキ操作量が所定値Ｂ1 以上であること
　　(c3)ブレーキ操作量の変化量ΔＢr （例えば今回値と前回値との差又は所定期間の変
化量）が所定値以上で且つアクセル開度の変化量ΔＡc （例えば今回値と前回値との差又
は所定期間の変化量）が所定値以上が成立してから所定時間以内であること
【００３１】
　ここで、上記(b) の条件の所定値Ａ1 は、予め設定した固定値としても良いし、車速に
応じて設定するようにしても良い。また、上記(c2)の条件の所定値Ｂ1 は、ＯＮ／ＯＦＦ
判定値よりも大きい値に設定されている。
【００３２】
　上記(b) の条件が成立していると判定され、且つ、上記(c1)～(c3)の３つの条件のうち
のいずれか１つが成立していると判定された場合には、その時点ｔ1 （図３参照）で、ス
タンバイモード（Ｍode2）に移行する。
【００３３】
　（２）スタンバイモード（Ｍode2）では、通常モード（Ｍode1）と同じように、実アク
セル開度（アクセルセンサ３１で検出したアクセル開度）を、そのまま制御用アクセル開
度として採用し、この制御用アクセル開度（＝実アクセル開度）を用いてエンジン１１の
出力を制御する。
【００３４】
　このスタンバイモード（Ｍode2）の場合には、次の(d) の条件が成立しているか否かを
判定する。
　　(d) ブレーキＯＮ且つブレーキＯＮの継続時間が所定のディレイ時間Ｔ2 以上である
こと
　ここで、上記(d) の条件のディレイ時間Ｔ2 は、予め設定した固定値としても良いし、
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車速に応じて設定するようにしても良い。
【００３５】
　上記(d) の条件が成立していると判定された場合、つまり、ブレーキＯＮ（ブレーキが
踏み込まれた状態）で且つブレーキＯＮの継続時間がディレイ時間Ｔ2 以上である（ブレ
ーキが踏み込まれたと判定してからディレイ時間Ｔ2 以上が経過した）と判定された場合
には、その時点ｔ2 （図３参照）で、制限制御モード（Ｍode3）に移行する。
【００３６】
　一方、上記(d) の条件が不成立であると判定された場合には、次の(e) 又は(f) の条件
が成立しているか否かを判定する。つまり、上記(d) の条件よりも次の(e) と(f) の条件
の方が優先度が低い。
　　(e) 実アクセル開度が所定値Ａ2 以下であること
　　(f) 車速が所定値Ｖ2 よりも低いこと
　ここで、上記(e) の条件の所定値Ａ2 は、上記(b) の条件の所定値Ａ1 よりも小さい値
に設定される。
【００３７】
　上記(e) 又は(f) の条件が成立していると判定された場合、つまり、実アクセル開度が
所定値Ａ2 以下であると判定された場合、又は、車速が所定値Ｖ2 よりも低いと判定され
た場合には、その時点で、通常モード（Ｍode1）に戻る。
【００３８】
　（３）制限制御モード（Ｍode3）では、制御用アクセル開度を制限値（例えばアイドル
運転時よりも少し大きいアクセル開度）まで減少させて、制御用アクセル開度を制限値で
制限するアクセル開度制限制御を実行し、この制御用アクセル開度を用いてエンジン１１
の出力を制御することで、エンジン１１の出力を制限する出力制限制御を実行する。ここ
で、制限値は、予め設定した固定値としても良いし、出力制限制御開始時（アクセル開度
制限制御開始時）の車速に応じて設定するようにしても良い。
【００３９】
　更に、出力制限制御（アクセル開度制限制御）を実行する際には、出力制限制御開始時
（アクセル開度制限制御開始時）の車速に応じた減算量をマップ等により算出する。ここ
で、減算量のマップは、例えば、出力制限制御開始時の車速が高くなるほど減算量が大き
くなって制御用アクセル開度の変化速度（減少速度）が速くなるように設定されている。
そして、制御用アクセル開度が制限値に減少するまで、所定の演算周期毎に前回の制御用
アクセル開度（初期値は実アクセル開度）から減算量だけ減算して今回の制御用アクセル
開度を求める処理を繰り返すことで、出力制限制御開始時の車速に応じた変化速度（減少
速度）で制御用アクセル開度を制限値まで減少させる。
【００４０】
　その際、上記(b),(c1),(d)の条件が成立して制限制御モード（Ｍode3）に移行した場合
、つまり、図３に示すように、アクセルの踏み込み後にブレーキが踏み込まれて両踏み状
態になった場合（アクセル先踏みの両踏み時）には、制御用アクセル開度の制限値を通常
値（例えばアイドル運転時よりも少し大きいアクセル開度）に設定して、通常通りに出力
制限制御（アクセル開度制限制御）を実行する。
【００４１】
　また、上記(b),(c2),(d)の条件が成立して制限制御モード（Ｍode3）に移行した場合、
つまり、図４に示すように、ブレーキの踏み込み後にアクセルが踏み込まれて両踏み状態
になった場合（ブレーキ先踏みの両踏み時）には、制御用アクセル開度の制限値を通常値
よりも大きい緩和値に設定することで、アクセル先踏みの両踏み時に比べて出力制限制御
による出力低下度合を小さくする出力制限緩和処理を実施して、坂道発進に必要な出力を
確保できる程度に出力制限制御（アクセル開度制限制御）を実行する。
【００４２】
　この場合、ブレーキ操作量と路面勾配に応じた緩和値をマップ等により算出して、ブレ
ーキ操作量と路面勾配に応じて緩和値（＝制限値）を変化させることで、ブレーキ操作量
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と路面勾配に応じて出力制限制御による出力低下度合を変化させる。ここで、緩和値のマ
ップは、例えば、ブレーキ操作量が大きくなるほど緩和値（＝制限値）が小さくなって出
力低下度合が大きくなると共に、路面勾配が大きくなる（上り傾斜がきつくなる）ほど緩
和値（＝制限値）が大きくなって出力低下度合が小さくなる（出力制限しない状態に近く
なる）ように設定されている。
【００４３】
　更に、上記(b),(c3),(d)の条件が成立して制限制御モード（Ｍode3）に移行した場合、
つまり、図５に示すように、ブレーキの踏み込みと同時にアクセルが同位相で踏み込まれ
て両踏み状態になった場合（ブレーキ・アクセル同時踏みの両踏み時）には、制御用アク
セル開度の制限値を通常値に設定することで、出力制限緩和処理を実施せずに通常通りに
出力制限制御（アクセル開度制限制御）を実行する。
【００４４】
　この場合、ブレーキ操作量に応じた通常値をマップ等により算出して、ブレーキ操作量
に応じて通常値（＝制限値）を変化させることで、ブレーキ操作量に応じて出力制限制御
による出力低下度合を変化させる。ここで、通常値のマップは、例えば、ブレーキ操作量
が大きくなるほど通常値（＝制限値）が小さくなって出力低下度合が大きくなるように設
定されている。
【００４５】
　この制限制御モード（Ｍode3）の場合には、次の(g) 又は(h) の条件が成立しているか
否かを判定する。
　　(g) 実アクセル開度の所定時間当りの増加量が所定値ΔＡ3 よりも大きいこと
　　(h) ブレーキＯＦＦ且つブレーキＯＦＦの継続時間が所定時間Ｔ3 以上であること
【００４６】
　上記(g) の条件が成立していると判定された場合、つまり、出力制限制御の実行中に実
アクセル開度の所定時間当りの増加量が所定値ΔＡ3 よりも大きいと判定された場合には
、運転者が意図的にアクセル開度を増加させた（アクセルを踏み込んだ）ため、エンジン
出力を抑制する必要はないと判断して、その時点で、復帰制御モード（Ｍode4）に移行す
る。
【００４７】
　また、上記(h) の条件が成立していると判定された場合、つまり、出力制限制御の実行
中にブレーキＯＦＦ（ブレーキの踏み込みが解除された状態）で且つブレーキＯＦＦの継
続時間が所定時間Ｔ3 以上である（ブレーキの踏み込みが解除されたと判定してから所定
時間Ｔ3 以上が経過した）と判定された場合には、運転者が意図的にブレーキの踏み込み
を解除したため、エンジン出力を抑制する必要はないと判断して、その時点ｔ3 （図３参
照）で、復帰制御モード（Ｍode4）に移行する。
【００４８】
　一方、上記(g) と(h) の条件が両方とも不成立であると判定された場合には、次の条件
(i) が成立しているか否かを判定する。つまり、上記(g) と(h) の条件よりも次の(i) の
条件の方が優先度が低い。
【００４９】
　　(i) 実アクセル開度が所定値Ａ3 よりも小さいこと
　ここで、上記(i) の条件の所定値Ａ3 は、上記(b) の条件の所定値Ａ1 よりも小さい値
に設定される。上記(i) の条件が成立していると判定された場合、つまり、実アクセル開
度が所定値Ａ3 よりも小さいと判定された場合には、その時点で、通常モード（Ｍode1）
に戻る。
【００５０】
　（４）復帰制御モード（Ｍode4）では、制御用アクセル開度を実アクセル開度に戻すア
クセル開度復帰制御を実行し、この制御用アクセル開度を用いてエンジン１１の出力を制
御する。
【００５１】
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　更に、アクセル開度復帰制御を実行する際には、アクセル開度復帰制御開始時の車速（
又は出力制限制御開始時の車速）に応じた加算量をマップ等により算出する。ここで、加
算量のマップは、例えば、アクセル開度復帰制御開始時の車速（又は出力制限制御開始時
の車速）が低くなるほど加算量が小さくなって制御用アクセル開度の変化速度（増加速度
）が遅くなるように設定されている。そして、制御用アクセル開度が実スロットル開度に
増加するまで、所定の演算周期毎に前回の制御用アクセル開度に加算量だけ加算して今回
の制御用アクセル開度を求める処理を繰り返すことで、アクセル開度復帰制御開始時の車
速（又は出力制限制御開始時の車速）に応じた変化速度（増加速度）で制御用アクセル開
度を実アクセル開度まで増加させる。その際、制御用アクセル開度を実アクセル開度まで
増加させるときの変化速度を所定の上限値で制限する。
【００５２】
　この復帰制御モード（Ｍode4）の場合には、次の(j) の条件が成立しているか否かを判
定する。
　　(j) ブレーキＯＮ且つブレーキＯＮの継続時間が所定時間Ｔ4 以上であること
　上記(j) の条件が成立していると判定された場合、つまり、アクセル開度復帰制御の実
行中にブレーキＯＮ（ブレーキが踏み込まれた状態）で且つブレーキＯＮの継続時間が所
定時間Ｔ4 以上である（ブレーキが踏み込まれたと判定してから所定時間Ｔ4 以上が経過
した）と判定された場合には、その時点で、制限制御モード（Ｍode3）に戻って、出力制
限制御を実行する。
【００５３】
　一方、上記(j) の条件が不成立であると判定された場合には、次の条件(k) が成立して
いるか否かを判定する。つまり、上記(j) の条件よりも次の(k) の条件の方が優先度が低
い。
【００５４】
　　(k) 制御用アクセル開度が実アクセル開度以上であること
　上記(k) の条件が成立していると判定された場合、つまり、制御用アクセル開度が実ア
クセル開度以上であると判定された場合には、制御用アクセル開度が実アクセル開度まで
増加したと判断して、その時点ｔ4 （図３参照）で、アクセル開度復帰制御を終了して、
スタンバイモード（Ｍode2）に戻る。
【００５５】
　更に、上記(k) の条件が不成立であると判定された場合には、次の(l) の条件が成立し
ているか否かを判定する。つまり上記(k) の条件よりも次の(l) の条件の方が優先度が低
い。
　　(l) 実アクセル開度が所定値Ａ4 よりも小さいこと
【００５６】
　ここで、上記(l) の条件の所定値Ａ4 は、上記(b) の条件の所定値Ａ1 よりも小さい値
に設定される。上記(l) の条件が成立していると判定された場合、つまり、実アクセル開
度が所定値Ａ4 よりも小さいと判定された場合には、その時点で、アクセル開度復帰制御
を終了して、通常モード（Ｍode1）に戻る。
【００５７】
　以上の処理により、アクセルとブレーキの両方が踏み込まれた状態になった場合に、制
御用アクセル開度を制限するアクセル開度制限制御を実行することで、エンジン１１の出
力を制限する出力制限制御を実行する。
【００５８】
　以上説明した本実施例の出力制限制御に関する処理は、ＥＣＵ３０によって図６及び図
７の出力制限制御ルーチンに従って実行される。以下、この出力制限制御ルーチンの処理
内容を説明する。
【００５９】
［出力制限制御ルーチン］
　図６及び図７に示す出力制限制御ルーチンは、ＥＣＵ３０の電源オン期間中（イグニッ



(10) JP 5590465 B2 2014.9.17

10

20

30

40

50

ションスイッチのオン期間中）に所定周期で繰り返し実行され、特許請求の範囲でいう出
力制御手段としての役割を果たす。本ルーチンが起動されると、まず、ステップ１０１で
、実アクセル開度が所定値Ａ1 よりも大きい（アクセルが踏み込まれている）か否かを判
定する。ここで、所定値Ａ1 は、予め設定した固定値としても良いし、車速に応じて設定
するようにしても良い。
【００６０】
　このステップ１０１で、実アクセル開度が所定値Ａ1 よりも大きい（アクセルが踏み込
まれている）と判定された場合には、ステップ１０２に進み、ブレーキＯＦＦであるか否
かを判定する。
【００６１】
　このステップ１０２で、ブレーキＯＦＦであると判定された場合には、アクセル先踏み
の両踏みになる可能性があると判断して、ステップ１０６に進み、制御用アクセル開度の
制限値を通常値（例えばアイドル運転時よりも少し大きいアクセル開度）に設定して、通
常通りに出力制限制御（アクセル開度制限制御）を実行できるようにする。
【００６２】
　一方、上記ステップ１０２で、ブレーキＯＮであると判定された場合には、ステップ１
０３に進み、ブレーキ操作量の変化量ΔＢr （例えば今回値と前回値との差又は所定期間
の変化量）を算出した後、ステップ１０４に進み、アクセル開度の変化量ΔＡc （例えば
今回値と前回値との差又は所定期間の変化量）を算出する。この後、ステップ１０５に進
み、ブレーキ操作量の変化量ΔＢr が所定値以上で且つアクセル開度の変化量ΔＡc が所
定値以上であるか否かを判定する。
【００６３】
　このステップ１０５で、ブレーキ操作量の変化量ΔＢr が所定値以上で且つアクセル開
度の変化量ΔＡc が所定値以上ではないと判定された場合（つまりブレーキ操作量の変化
量ΔＢr が所定値よりも小さい又はアクセル開度の変化量ΔＡc が所定値よりも小さいと
判定された場合）には、ブレーキ先踏みの両踏み時であると判断して、ステップ１０７に
進み、ブレーキ操作量が所定値Ｂ1 以上であるか否かを判定し、ブレーキ操作量が所定値
Ｂ1 よりも小さいと判定されれば、上記ステップ１０１に戻る。
【００６４】
　一方、上記ステップ１０７で、ブレーキ操作量が所定値Ｂ1 以上であると判定された場
合には、ステップ１０８に進み、制御用アクセル開度の制限値を通常値よりも大きい緩和
値に設定することで、アクセル先踏みの両踏み時に比べて出力制限制御による出力低下度
合を小さくする出力制限緩和処理を実施して、坂道発進に必要な出力を確保できる程度に
出力制限制御（アクセル開度制限制御）を実行できるようにする。
【００６５】
　この場合、ブレーキ操作量と路面勾配に応じた緩和値をマップ等により算出して、ブレ
ーキ操作量と路面勾配に応じて緩和値（＝制限値）を変化させることで、ブレーキ操作量
と路面勾配に応じて出力制限制御による出力低下度合を変化させる。ここで、緩和値のマ
ップは、例えば、ブレーキ操作量が大きくなるほど緩和値（＝制限値）が小さくなって出
力低下度合が大きくなると共に、路面勾配が大きくなる（上り傾斜がきつくなる）ほど緩
和値（＝制限値）が大きくなって出力低下度合が小さくなるように設定されている。
【００６６】
　一方、上記ステップ１０５で、ブレーキ操作量の変化量ΔＢr が所定値以上で且つアク
セル開度の変化量ΔＡc が所定値以上であると判定された場合には、ブレーキ・アクセル
同時踏みの両踏み時であると判断して、ステップ１０６に進み、制御用アクセル開度の制
限値を通常値に設定することで、出力制限緩和処理を実施せずに通常通りに出力制限制御
（アクセル開度制限制御）を実行できるようにする。
【００６７】
　この場合、ブレーキ操作量に応じた通常値をマップ等により算出して、ブレーキ操作量
に応じて通常値（＝制限値）を変化させることで、ブレーキ操作量に応じて出力制限制御
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による出力低下度合を変化させる。ここで、通常値のマップは、例えば、ブレーキ操作量
が大きくなるほど緩和値（＝制限値）が小さくなって出力低下度合が大きくなるように設
定されている。
【００６８】
　この後、ステップ１０９に進み、実アクセル開度が所定値Ａ2 よりも大きいか否かを判
定する。ここで、所定値Ａ2 は、所定値Ｖ1 よりも小さい値に設定される。このステップ
１０９で、実アクセル開度が所定値Ａ2 以下であると判定された場合には、上記ステップ
１０１に戻る。一方、上記ステップ１０９で、実アクセル開度が所定値Ａ2 よりも大きい
と判定された場合には、ステップ１１０に進み、ブレーキＯＮ（ブレーキが踏み込まれた
状態）で且つブレーキＯＮの継続時間がディレイ時間Ｔ2 以上である（ブレーキが踏み込
まれたと判定してからディレイ時間Ｔ2 以上が経過した）か否かを判定する。
【００６９】
　このステップ１１０で「Ｎｏ」と判定された場合（つまりブレーキＯＦＦ又はブレーキ
ＯＮの継続時間が所定時間Ｔ2 よりも短いと判定された場合）には、上記ステップ１０９
に戻る。
【００７０】
　その後、上記ステップ１１０で、ブレーキＯＮで且つブレーキＯＮの継続時間がディレ
イ所定時間Ｔ2 以上であると判定された時点で、図７のステップ１１１に進み、アクセル
開度制限制御（出力制限制御）を次のようにして実行する。まず、ステップ１１１で、ア
クセル開度制限制御開始時の車速に応じた減算量をマップ等により算出する。ここで、減
算量のマップは、例えば、アクセル開度制限制御開始時の車速が低くなるほど減算量が小
さくなって制御用アクセル開度の変化速度（減少速度）が遅くなるように設定されている
。
【００７１】
　この後、ステップ１１２に進み、本ルーチンの演算周期毎に前回の制御用アクセル開度
（初期値は実アクセル開度）から減算量だけ減算して今回の制御用アクセル開度を求める
。
　　　　　今回の制御用アクセル開度＝前回の制御用アクセル開度－減算量
【００７２】
　この後、ステップ１１３に進み、制御用アクセル開度が制限値以下であるか否かを判定
し、制御用アクセル開度が制限値よりも大きいと判定されれば、上記ステップ１１１に戻
り、前回の制御用アクセル開度から減算量だけ減算して今回の制御用アクセル開度を求め
る処理を繰り返す。
【００７３】
　その後、上記ステップ１１３で、制御用アクセル開度が制限値以下であると判定された
ときに、ステップ１１４に進み、制御用アクセル開度を制限値に設定する。以上の処理に
より、アクセル開度制限制御開始時の車速に応じた変化速度（減少速度）で制御用アクセ
ル開度を制限値まで減少させて、制御用アクセル開度を制限値で制限するアクセル開度制
限制御を実行することで、エンジン１１の出力を制限する出力制限制御を実行する。
【００７４】
　この後、ステップ１１５に進み、ブレーキＯＦＦ（ブレーキの踏み込みが解除された状
態）で且つブレーキＯＦＦの継続時間が所定時間Ｔ3 以上である（ブレーキの踏み込みが
解除されたと判定してから所定時間Ｔ3 以上が経過した）か否かを判定する。
【００７５】
　このステップ１１５で「Ｎｏ」と判定された場合（つまりブレーキＯＮ又はブレーキＯ
ＦＦの継続時間が所定時間Ｔ3 よりも短いと判定された場合）には、上記ステップ１１１
に戻る。
【００７６】
　その後、上記ステップ１１５で、ブレーキＯＦＦで且つブレーキＯＦＦの継続時間が所
定時間Ｔ3 以上であると判定された時点で、ステップ１１６に進み、アクセル開度復帰制
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御を次のようにして実行する。まず、ステップ１１６で、アクセル開度復帰制御開始時の
車速（又はアクセル開度制限制御開始時の車速）に応じた加算量をマップ等により算出す
る。ここで、加算量のマップは、例えば、アクセル開度復帰制御開始時の車速（又はアク
セル開度制限制御開始時の車速）が低くなるほど加算量が小さくなって制御用アクセル開
度の変化速度（増加速度）が遅くなるように設定されている。
【００７７】
　この後、ステップ１１７に進み、本ルーチンの演算周期毎に前回の制御用アクセル開度
に加算量だけ加算して今回の制御用アクセル開度を求める。
　　　　　今回の制御用アクセル開度＝前回の制御用アクセル開度＋加算量
【００７８】
　この後、ステップ１１８に進み、制御用アクセル開度が実アクセル開度以上であるか否
かを判定し、制御用アクセル開度が実アクセル開度よりも小さいと判定されれば、上記ス
テップ１１６に戻り、前回の制御用アクセル開度に加算量だけ加算して今回の制御用アク
セル開度を求める処理を繰り返す。これにより、アクセル開度復帰制御開始時の車速（又
はアクセル開度制限制御開始時の車速）に応じた変化速度（増加速度）で制御用アクセル
開度を増加させて、制御用アクセル開度を実アクセル開度まで戻すアクセル開度復帰制御
を実行する。
【００７９】
　その後、上記ステップ１１８で、制御用アクセル開度が実アクセル開度以上であると判
定されたときに、アクセル開度復帰制御を終了して、本ルーチンを終了する。
【００８０】
　以上説明した本実施例では、アクセル先踏みの両踏み時には、通常通りに出力制限制御
を実行するようにしたので、フロアマットの引っ掛かり等によってアクセルが戻らなくな
ってアクセルの踏み込み後にブレーキが踏み込まれた状態になった場合の安全性を確保す
ることができる。
【００８１】
　また、ブレーキ先踏みの両踏み時には、アクセル先踏みの両踏み時に比べて出力制限制
御による出力低下度合を小さくする出力制限緩和処理を実施して、坂道発進に必要な出力
を確保できる程度に出力制限制御を実行するようにしたので、ブレーキ先踏みの両踏み時
の坂道発進を実施することができると共に、ブレーキに押されたフロアマット等でアクセ
ルが押されてブレーキの踏み込み後にアクセルが踏み込まれた状態になった場合の安全性
を確保することができる。
【００８２】
　更に、ブレーキ・アクセル同時踏みの両踏み時には、出力制限緩和処理を実施せずに通
常通りに出力制限制御を実行するようにしたので、ブレーキに押されたフロアマット等で
アクセルが押されてブレーキの踏み込みと同時にアクセルが踏み込まれた状態になった場
合の安全性を確保することができる。
【００８３】
　また、本実施例では、ブレーキ先踏みの両踏み時には、ブレーキ操作量と路面勾配に応
じて出力制限制御による出力低下度合を変化させるようにしたので、ブレーキ先踏みの両
踏み時に、ブレーキ操作量や路面勾配に応じて運転者の要求ブレーキ力や坂道発進に必要
な出力が変化するのに対応して、出力制限制御による出力低下度合を変化させて、出力制
限制御による出力低下度合を適正値に設定することができる。
【００８４】
　更に、本実施例では、ブレーキ・アクセル同時踏みの両踏み時には、ブレーキ操作量に
応じて出力制限制御による出力低下度合を変化させるようにしたので、ブレーキ・アクセ
ル同時踏みの両踏み時に、ブレーキ操作量に応じて運転者の要求ブレーキ力が変化するの
に対応して、出力制限制御による出力低下度合を変化させて、出力制限制御による出力低
下度合を適正値に設定することができる。
【００８５】
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　尚、上記実施例では、ブレーキ先踏みの両踏み時に、ブレーキ操作量と路面勾配の両方
に応じて出力制限制御による出力低下度合を変化させるようにしたが、これに限定されず
、ブレーキ操作量と路面勾配のうちの一方のみに応じて出力制限制御による出力低下度合
を変化させるようにしても良い。
【００８６】
　また、上記実施例では、モータ等のスロットルアクチュエータでスロットルバルブの開
度を制御する電子スロットルを備えたシステムに本発明を適用したが、これに限定されず
、アクセルペダルとスロットルバルブを機械的に連結したメカスロットルを備えたシステ
ムに本発明を適用しても良く、この場合、出力制限制御の際には、例えば、燃料噴射量や
点火時期等によりエンジン１１の出力を制限すると良い。
【００８７】
　また、上記実施例では、エンジンのみを駆動源とする車両に本発明を適用したが、これ
に限定されず、モータのみを駆動源とする電気自動車やエンジンとモータの両方を駆動源
とするハイブリッド車にも本発明を適用して実施できる。
【符号の説明】
【００８８】
　１１…エンジン（駆動源）、１２…吸気管、１６…スロットルバルブ、２１…燃料噴射
弁、２２…点火プラグ、２３…排気管、３０…ＥＣＵ（出力制御手段）、３１…アクセル
センサ（アクセル操作検出手段）、３２…ブレーキセンサ（ブレーキ操作検出手段）、３
３…車速センサ

【図１】 【図２】
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